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(百万円未満切捨て)
１．平成27年３月期第２四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年９月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年３月期第２四半期 11,570 14.0 402 ― 530 303.5 442 235.3

26年３月期第２四半期 10,151 △20.8 31 △96.1 131 △78.8 131 △75.0
(注) 包括利益 27年３月期第２四半期 965百万円( 451.5％) 26年３月期第２四半期 175百万円( 28.7％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

27年３月期第２四半期 5.60 ―

26年３月期第２四半期 1.67 ―
　
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

27年３月期第２四半期 47,137 20,260 43.0

26年３月期 44,975 19,691 43.8
(参考) 自己資本 27年３月期第２四半期 20,260百万円 26年３月期 19,691百万円
　　
　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年３月期 ― 0.00 ― 2.00 2.00

27年３月期 ― 0.00

27年３月期(予想) ― 2.00 2.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　
　

　

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 25,500 15.6 1,300 137.1 1,200 54.3 1,000 92.8 12.65
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 除外 ―社（社名）
　
　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　
　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 有

③ 会計上の見積りの変更 ： 有

④ 修正再表示 ： 無
　

（注）詳細は、【添付資料】P.3「2.サマリー情報（注記事項）に関する事項 (3)会計方針の変更・会計上の見積りの
変更・修正再表示」をご覧ください。

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 27年３月期２Ｑ 81,465,568株 26年３月期 81,465,568株

② 期末自己株式数 27年３月期２Ｑ 2,404,735株 26年３月期 2,393,000株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期２Ｑ 79,068,328株 26年３月期２Ｑ 79,084,125株
　
　

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対するレビュー手続は終了しておりません。
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると
判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあた
っての注意事項等については、【添付資料】P.2「1.当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想などの将来
予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国では、好調な個人消費と雇用の増加傾向に支えられ、堅

調に推移しており、また、欧州においては持ち直しが期待されるものの、やや足踏み状態が続いております。ア

ジアは、中国や他の新興国は減速感を伴いつつも、全体としては緩やかな持ち直しの傾向で推移しました。一方、

国内経済においては、消費税率引き上げによる駆け込み需要の反動がみられましたが、円高是正に加え、政策効

果もあり、企業の設備投資意欲は引き続き好調で、回復基調を維持しました。

このような状況下、当社グループでは、平成27年10月に迎える創業100周年と、更にその先を展望した中期経営

計画「NEXT STAGE 100」において、全ての事業基盤を強化・拡充することを基本テーマに、業績向上に取り組み

ました。

主力の工作機械部門において、平成26年７月より、熟練者の経験や技術に頼らなくても、最適な加工条件を決

めることができる加工支援技術「Cut Tuner」の販売を開始しました。新機種の開発においても、昨年販売開始し

たHMC400の上位機種として、８月に、量産部品加工市場をターゲットに高速性、高能率性、コストパフォーマン

スに優れた横形マシニングセンタHMC500を新たに開発し、販売を開始しました。そして、９月に米国のシカゴで

開催されたIMTS 2014（International Manufacturing Technology Show 2014）に、HMC500を含めたマシニングセ

ンタ５機種を出展し、北米市場において拡販に努めました。また同じく９月に、航空機部品を中心とした難削材、

自動車関連の金型および鉄道・建設機械関連の鉄系加工に対し、高剛性な機械で高能率加工を提供するため、立

形マシニングセンタVM660RとVM940R、横形マシニングセンタMCH5000Rの３機種を開発し、重切削市場での更なる

拡販に努めております。

生産基盤の拡充については、当社グループのものづくりの中心と位置付ける新主力工場が８月に竣工し、生産

能力を従来比20％程度高めると共に、生産効率と製品品質の向上を図りました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、11,570百万円（前年同期比14.0％増）となり、営業利益は

402百万円（前年同期比1,172.8％増）、経常利益は530百万円（前年同期比303.5％増）、四半期純利益は442百万円

（前年同期比235.3％増）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は47,137百万円となり、前連結会計年度末と比較して2,162百万円の増加

となりました。これは主に、有形固定資産の増加1,186百万円、たな卸資産の増加825百万円、投資有価証券の増

加552百万円、受取手形及び売掛金の増加493百万円、現金及び預金の減少1,075百万円などによるものでありま

す。

負債は26,877百万円となり、前連結会計年度末と比較して1,592百万円の増加となりました。これは主に、借入

金の増加779百万円、退職給付に係る負債の増加336百万円、支払手形及び買掛金の増加182百万円、繰延税金負債

の増加161百万円などによるものであります。

純資産は20,260百万円となり、前連結会計年度末と比較して569百万円の増加となりました。これは主に、四半

期純利益の計上442百万円、その他有価証券評価差額金の増加389百万円、退職給付に関する会計方針の変更によ

る減少236百万円、配当金の支払による減少158百万円などによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成27年３月期の通期連結業績予想につきましては、現時点においては平成26年５月13日に公表いたしました

数値から変更ありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）

及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給

付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めにつ

いて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期

間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を従業員の平均残存勤務期間に近似し

た年数に基づく割引率から退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引

率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が236百万円増加し、利益剰余金が同額減少

しております。また、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響額は軽微であります。

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、従来、有形固定資産（建物を除く）の減価償却方法は定率法を採用しておりまし

たが、第１四半期連結会計期間よりすべての有形固定資産の減価償却方法について定額法に変更しております。

当社グループが属する工作機械業界は、今後、一定の需要水準で推移する成熟した市場に属した業界であると

考えられます。

このような経営環境に対応するため、当社は、次世代を展望し全ての事業基盤を強化・拡大することを基本テ

ーマとし、平成25年４月から平成28年３月を対象とした中期経営計画を策定しております。この中期経営計画の

中では、新規設備投資に加え既存設備を活用しながら生産ラインを効率化することを目的として、主力工場の建

替を定めております。この主力工場の建替を契機に有形固定資産の稼働状況について再度検討を行ったところ、

製造設備については、今後、長期安定的な稼動になると考えております。このように長期安定的に稼働を行うこ

とで、品質の向上とともに、生産効率を向上し、製造原価の徹底した低減を実現することが中期経営計画の目的

であります。

以上より、定率法に基づく減価償却よりも定額法に基づく減価償却の方が設備の稼働状況をより適切に表し、

合理的な費用配分を可能にすると判断したことにより減価償却方法の変更を行ったものであります。

この変更に伴い、従来の方法によった場合と比較して、当第２四半期連結累計期間の減価償却費が40百万円減

少し、営業利益、経常利益及び税金等調整前当期純利益がそれぞれ20百万円増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,530 4,455

受取手形及び売掛金 6,243 6,736

たな卸資産 9,493 10,318

その他 430 598

貸倒引当金 △22 △28

流動資産合計 21,676 22,081

固定資産

有形固定資産

土地 15,420 15,424

その他（純額） 4,990 6,172

有形固定資産合計 20,410 21,597

無形固定資産 155 184

投資その他の資産

投資有価証券 2,402 2,955

その他 346 334

貸倒引当金 △15 △15

投資その他の資産合計 2,733 3,274

固定資産合計 23,299 25,056

資産合計 44,975 47,137

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,445 4,628

短期借入金 6,710 6,208

未払法人税等 51 79

賞与引当金 230 229

製品保証引当金 50 55

その他 1,195 1,349

流動負債合計 12,683 12,550

固定負債

社債 100 100

長期借入金 3,097 4,378

再評価に係る繰延税金負債 5,261 5,261

退職給付に係る負債 3,356 3,693

その他 784 892

固定負債合計 12,600 14,326

負債合計 25,284 26,877
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,283 6,283

資本剰余金 1,455 1,455

利益剰余金 3,238 3,286

自己株式 △530 △532

株主資本合計 10,446 10,492

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 475 865

土地再評価差額金 9,023 9,023

為替換算調整勘定 △54 18

退職給付に係る調整累計額 △199 △140

その他の包括利益累計額合計 9,245 9,767

純資産合計 19,691 20,260

負債純資産合計 44,975 47,137
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大阪機工株式会社(6205) 平成27年３月期 第２四半期決算短信[日本基準](連結)

－ 6 －

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 10,151 11,570

売上原価 7,979 8,814

売上総利益 2,172 2,756

販売費及び一般管理費 2,140 2,353

営業利益 31 402

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 19 26

為替差益 160 171

その他 3 5

営業外収益合計 185 205

営業外費用

支払利息 68 64

その他 16 13

営業外費用合計 85 78

経常利益 131 530

特別利益

有形固定資産売却益 9 0

投資有価証券売却益 54 ―

特別利益合計 64 0

特別損失

有形固定資産処分損 6 8

特別損失合計 6 8

税金等調整前四半期純利益 189 522

法人税、住民税及び事業税 54 90

法人税等調整額 3 △10

法人税等合計 57 79

少数株主損益調整前四半期純利益 131 442

四半期純利益 131 442
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大阪機工株式会社(6205) 平成27年３月期 第２四半期決算短信[日本基準](連結)

－ 7 －

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 131 442

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 41 389

為替換算調整勘定 1 73

退職給付に係る調整額 ― 59

その他の包括利益合計 43 522

四半期包括利益 175 965

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 175 965

少数株主に係る四半期包括利益 ― ―
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大阪機工株式会社(6205) 平成27年３月期 第２四半期決算短信[日本基準](連結)

－ 8 －

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 189 522

減価償却費 351 295

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14 5

賞与引当金の増減額（△は減少） △16 △1

退職給付引当金の増減額（△は減少） △99 ―

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） ― 159

受取利息及び受取配当金 △21 △28

支払利息 68 64

投資有価証券売却損益（△は益） △54 ―

売上債権の増減額（△は増加） 865 △409

たな卸資産の増減額（△は増加） △37 △631

仕入債務の増減額（△は減少） △1,280 174

その他 188 △170

小計 138 △18

利息及び配当金の受取額 22 28

利息の支払額 △67 △64

法人税等の支払額 △166 △75

営業活動によるキャッシュ・フロー △73 △131

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △378 △1,439

有形固定資産の売却による収入 10 0

貸付けによる支出 △26 △1

貸付金の回収による収入 13 10

その他 13 △98

投資活動によるキャッシュ・フロー △368 △1,528

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 890 △130

長期借入れによる収入 200 1,840

長期借入金の返済による支出 △1,047 △930

自己株式の取得による支出 △1 △1

配当金の支払額 △155 △156

リース債務の返済による支出 △103 △71

財務活動によるキャッシュ・フロー △217 549

現金及び現金同等物に係る換算差額 10 6

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △648 △1,103

現金及び現金同等物の期首残高 5,347 5,468

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,698 4,365
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大阪機工株式会社(6205) 平成27年３月期 第２四半期決算短信[日本基準](連結)

－ 9 －

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。
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